	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録

平成21年11月14日　（土）　　　　　　　　　司会　滝田　文子　　記録　田口　毅彦
	東
	高橋
	藤原

（香）
	山田

（司）
	鳥谷部
	西山
	谷川
	滝田
	寺澤
	大井

	　○
	年
	休
	病欠
	○
	休
	深
	　○
	準夜
	○

	上口
	中野
	阿部
	藤原

（英）
	橘
	橋本
	久保
	工藤
	中村

（真）
	田口

	　Ａ残り
	休
	準夜
	休
	○
	年
	○
	○
	深
	　○

	松川
	鈴木
	荒木田
	長濱
	田村
	田端
	佐々木

（真）
	番場
	佐々木(弘)
	富澤

	○
	遅Ｂ
	休
	休
	○
	○
	○
	遅番c
	○
	入浴

	松橋
	伊藤
	新谷
	沼山
	
	
	
	
	
	

	休
	　深
	入浴
	○
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

· 川村　和則様～本日ＰＬ夕より３日分継続処方

· 青木　紀子様～本日朝食は摂取され、普通食に変更しています。
· 和田　昌様～正式に本日よりＡユニットへ移動になっています。
· 自動血圧計測定不能のため来週中にも、点検修理依頼していきます。
· ユニットミーティング受け持ちのスタッフを決める際は、担当スタッフが、いる際、その日の担当とし、看護計画を実施し記録も残すようにして下さい。12月頃実施されているか、確認する予定です。
· ＜食事サービス委員会＞より→①毎日の受け入れを忘れずに行ってください。発注時間も忘れずに。②8時・12時・18時の食事開始時間を守って下さい。
· 正月外泊時の確認を12月上旬に、栄養が行いますので、返答願います。
· ＜,,医療ガス委員会＞より→合併症室流量計１ℓに調整すると、ずれが、生じています。流量計が悪いのか確認中です。

· ＜感染対策委員会＞久保　清蔵様・澤口直美様は、インフルエンザ摂取終了しています。
· 西澤　久氏様～当院より、エスタゾラム１T・フル二トラゼパム一1T 1xvds 13日～18日
            　　 まで処方となられています。

2部 純一郎様～月・日のいずれかに家族が、来院するとの事、その日ついたスタッフは、退院療養計画書にサインをもらって下さい.　　　　　　

＜隔離室入室患者様＞

畑中　成夫様～昨日は、スタッフを殴りかかろうとする行為見られています。本日は落着いて歯磨きも、食事後のお膳も投げつける行為もありません。入浴は様子を見て入れていくようにしていきます。1日の流れで、状態のばらつき、波があります。状態が良い時には、時間を見て、片足の拘束を解いて、軽い拘束運動していくようにしましょう。血行の状態や、血液のつまりを考えて見てもよいのでは。スタッフ介入時、どのような時に、どのスタッフが関わった時に不穏な行動をとる傾向があるのか、統計をとってみるのも今後の参考になると思われるのでやってみましょう。
小笠原　久年様～本日トイレの水をコップでかき混ぜる行為見られています。本日は、

コーヒーを飲みながらトイレの狭い所に、座り込んでいることあります。介入すると、作業も、リハプロもないから居心地がいいですと話されています。隔離室開放時は、特に問題行動は見られていません。問題なければ、その都度主治医へ状態を報告していきます。

・乙部　純一郎様～拒否のために味が分からないように、少量ずつ食事に振り分け、本人の目の前で、ご飯に振りかけをかけて進めると、食べる事出来ています。破損行為としては、トイレの床のラバーはがしが見られていてまを叩く行為も見られており、その都度、観察介入していきます。

　　　　　　　

＜臨時薬のもらい忘れとＰｔ就床前薬からのもらい忘れの事例＞

7：55→夜スタッフから本日内服切れる情報ありこの情報は、スタッフは耳にしている。（リーダー・　診察に入るスタッフ他）

10：50→診察に入るスタッフが、処方処置版の川端Ｄｒの物と確認Ｐｔの他の医師の所に書かれており　、準備出来ていなかった。→①違う所に書かれてあった。※その場で確認していればいけなかった。

14：00→診察するスタッフ段階では、遅刻してきたスタッフが、診察に入っていた。（診察に入る前には処方処置板は確認し、カルテ準備している。）※情報をチェックしていればよ

　　　　かった。

16：00→処方処置板（川端Ｄｔの所）とてらし合せて処方もらっては、処方もらっている。(処方

　　　　のもらい忘れない事はＬも確認する。）※その時点でチェックしていればよかった。

18：30→夕薬終了後・ｖｄｓからの内服がない事にきずく、準夜で報告し、処方対応し、患者様

　　　　には不利益は生じない。→それはそれでよかったたけど、※もっと早く対応出来ていれ

　　　　ばよかった。

· 現場は１つの流れに対し、多くのスタッフが関わり携わっている。それぞれが他人まかせになる傾向にもなりかねない。私はやっているから、大丈夫との安心からか、ダブルチェック

· も疎かになっているのではないかと思われます。お互いのフォローをしながら、事故を未然

· に防いでいきましょう。

